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（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年６月期 686 △4.3 37 △50.8 38 △50.8 18 △50.7

2024年６月期 716 △6.6 76 △34.3 77 △34.0 37 △0.5

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年６月期 11.90 11.77 3.1 5.1 5.5

2024年６月期 24.38 23.96 6.6 10.8 10.6

（参考）持分法投資損益 2025年６月期 －百万円 2024年６月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年６月期 772 601 77.8 378.78

2024年６月期 728 590 80.4 376.51

（参考）自己資本 2025年６月期 600百万円 2024年６月期 585百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年６月期 16 △1 △7 621

2024年６月期 66 △2 △6 614

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年６月期 － 0.00 － 10.00 10.00 15 41.0 2.7

2025年６月期 － 0.00 － 10.00 10.00 15 84.0 2.6

2026年６月期（予想） － 0.00 － 10.00 10.00 －

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 731 6.6 △79 － △73 － △51 － △32.49

１．2025年６月期の業績（2024年７月１日～2025年６月30日）

（２）財政状態

（３）キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年６月期の業績予想（2025年７月１日～2026年６月30日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年６月期 1,586,000株 2024年６月期 1,556,000株

②  期末自己株式数 2025年６月期 6株 2024年６月期 6株

③  期中平均株式数 2025年６月期 1,566,076株 2024年６月期 1,551,034株

※  注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（２）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度における我が国経済は、個人消費やインバウンドの回復により、緩やかな景気回復基調が続きました。

一方で、ウクライナ情勢の長期化や中東の地政学リスク、中国経済の減速懸念、原材料価格の高止まり、米国の関税

措置、加えて金融引き締め圧力が続いていることから、国内企業を取り巻く経済環境には依然として注意が必要で

す。情報通信業界においても、生成AIやビッグデータ、クラウド技術の進展に伴い新たなサービス創出の機運が高ま

る一方、個人情報保護やCookie規制の強化といった法制度の変化にも対応が迫られており、業界全体として構造的な

変革への対応力が問われる局面を迎えております。このような環境のもと、当社は「独自の技術とノウハウを開発

し、地域社会にとって価値のある新しいインターネットサービスを提供する」という企業理念のもと、インターネッ

トを通じた地域社会の活性化を使命とし、事業活動を推進しております。

当事業年度は、IP Geolocation技術を軸としたサブスクリプション型サービスの強化と、プロダクト・営業の両面

での改善活動に注力いたしました。主力サービスであるIP Geolocationデータベース「SURFPOINT™」およびWebサー

ビス「どこどこJP」は、いずれも前事業年度を上回る売上高となり、収益の柱として成長を続けております。

「SURFPOINT™」は、金融機関への導入実績が進展し、信頼性の高さが評価された結果、新たに暗号資産業者や関連

業界での導入も進みました。さらに、「API hub」に組み込まれたことで、新たな流通経路による提供機会の拡大が

期待されます。

「どこどこJP」では、無料プランからの有料プラン転換が拡大するなど、無料ユーザー層の顧客化と収益化に一定

の成果を上げました。また、匿名ネットワークや気象データに関する新レポート機能の追加、相談会や展示会出展な

どの営業・カスタマーサクセス活動を通じて、利活用の促進を図りました。

一方、「web制作・各種受託開発」や「てくてくスタンプ」については、自治体向け案件の受注が想定に届かず、

前事業年度を下回る結果となりました。

営業力の強化、販路および事業の拡大に加え、顧客との関係構築を一層深めるとともに、採用活動の円滑化・効率

化を目的として、2025年４月に東京営業所を新設いたしました。本社拠点である静岡県三島市を中心に、東京営業所

及び福岡営業所と連携を図り、地域社会活性化への貢献や、さらなる事業規模の拡大と企業価値の向上に努めてまい

ります。

この結果、当事業年度の売上高は686,088千円（前事業年度比4.3％減）、営業利益は37,501千円（同50.8％減）、

経常利益は38,082千円（同50.8％減）、当期純利益は18,636千円（同50.7％減）となりました。

セグメント別の状況は次のとおりであります。

なお、当事業年度より、報告セグメントの区分を変更しております。以下は前期の数値を変更後のセグメント区分

に組み替えた数値で比較しております。

（IP Geolocation事業）

「SURFPOINT™」「らくらくログ解析」「どこどこJP」などのサブスクリプション型サービスは、いずれも前事業年

度を上回る売上高を計上しました。「SURFPOINT™」では、金融関連業界における需要が引き続き拡大しており、安定

的な成長に寄与しました。「どこどこJP」では、無料プランから有料プランへの移行に加え、機能強化を進めたこと

により、サービス全体の収益基盤を一層強化いたしました。

また、前期より開始した「セールスマーケティングDX支援」では、SEO対策やSNS運用支援といった案件を受注して

おり、来期以降の収益貢献が期待されるサービスへと成長を進めております。

一方で、「web制作・各種受託開発」および「てくてくスタンプ」については、自治体向け案件の受注が想定を下

回り、前事業年度を下回る結果となりましたが、「てくてくスタンプ」につきましては、大手飲食チェーンへの導入

を通じて、民間企業向けの新たな販路拡大に向けた足掛かりを築きました。

これらの結果、当事業年度における同事業の売上高は686,088千円（前事業年度比1.9％減）、セグメント利益は

37,501千円（同37.6％減）となりました。

（その他事業）

当事業年度においては、IPアドレス移転事業の取引は発生せず、その他の収益もございません。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

流動資産は前事業年度末と比較して30,168千円増加し、738,197千円となりました。これは主に、前払費用が

14,908千円、現金及び預金が7,019千円、売掛金が8,017千円増加したことによるものであります。

固定資産は前事業年度末と比較して13,446千円増加し、34,146千円となりました。これは主に、長期前払費用が

24,482千円増加した一方、繰延税金資産が7,411千円、ソフトウエアが3,415千円減少したことによるものでありま

す。

この結果、総資産は、前事業年度末と比較して43,614千円増加し、772,344千円となりました。
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（負債）

流動負債は前事業年度末と比較して32,662千円増加し、168,731千円となりました。これは主に、前受金が41,171

千円増加した一方、未払金が4,733千円、未払法人税等が2,293千円、その他に含まれる未払消費税等が2,673千円減

少したことによるものであります。

この結果、負債合計は、前事業年度末と比較して32,662千円増加し、171,071千円となりました。

（純資産）

純資産合計は前事業年度末と比較して10,951千円増加し、601,272千円となりました。これは主に、新株予約権の

行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ5,907千円増加、利益剰余金が当期純利益の計上により18,636千円増加

した一方、剰余金の配当により15,559千円減少したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物は、前事業年度末と比較して7,019千円増加し、621,324千円となりまし

た。当事業年度における各キャッシュ・フローの状況及び主な変動要因は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、16,074千円の収入（前年同期は66,128千円の収入）と

なりました。これは主に、税引前当期純利益38,082千円に対し、増加要因として、減価償却費の計上4,472千円、前

受金の増加41,171千円があり、減少要因として、売上債権の増加8,017千円、前払費用の増加39,390千円、未払金の

減少4,733千円、未払消費税等の減少2,673千円、法人税等の支払額14,328千円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、1,497千円の支出（前年同期は2,599千円の支出）とな

りました。これは主に、有形固定資産の取得による支出872千円、敷金の差入による支出362千円があったことによる

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、7,557千円の支出（前年同期は6,634千円の支出）とな

りました。これは、増加要因として、新株予約権の行使による収入7,875千円、減少要因として、配当金の支払額

15,432千円があったことによるものであります。

（４）今後の見通し

次期の業績見通しにつきまして、IP Geolocation技術を基盤とするサブスクリプション型事業の拡大を図るととも

に、新たな市場および用途への展開を通じて、持続的な成長および企業価値の向上に取り組んでまいります。

主力サービスである「SURFPOINT™」では、IPv4・IPv6双方に対応する網羅的なデータベースの構築に加え、企業属

性情報や脅威インテリジェンスの精度向上を継続し、より多様なユースケースに対応した利活用を推進してまいりま

す。「どこどこJP」については、レポート機能の高度化やIPv6対応などの機能追加を予定しており、Webマーケティ

ングおよびセキュリティ領域での利用促進を図ることで、既存顧客の満足度向上および新規ユーザーの獲得を推進し

てまいります。また、セールスマーケティングDX支援メニューの展開を通じて、顧客の営業活動に資するソリューシ

ョンの提供を進め、IP Geolocationデータを活用したコンサルティング型の価値提供体制の確立を目指してまいりま

す。これらの事業成長に向けた取り組みと並行して、中長期的な成長を見据え、採用強化や組織体制の整備など基盤

構築に重点を置いた運営を進めてまいります。その一環として、2025年８月に福岡営業所の拡充移転を実施し、体制

強化および拠点機能の拡充を図ることで、営業・顧客対応力の向上に加え、地域における人材確保の機会を広げ、採

用活動をより一層推進してまいります。さらに、協業パートナーとのアライアンスの強化、ナレッジセンターの運

営、IR動画やSNSを活用した情報発信にも注力し、IP Geolocation技術の社会的意義および技術的優位性の一層の認

知拡大を図ってまいります。

以上のことから、2026年６月期の通期見通しは、売上高731,555千円（前期比6.6％増）、営業利益△79,982千円

（当期は37,501千円）、経常利益△73,849千円（当期は38,082千円）、当期純利益△51,522千円（当期は18,636千

円）を見込んでおります。なお、通期見通しの営業利益、経常利益、当期純利益は赤字を見込んでいるため、対前期

増減率の記載を省略しています。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、財務諸表の期間比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で財務諸表を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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（単位：千円）

前事業年度
（2024年６月30日）

当事業年度
（2025年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 614,304 621,324

売掛金 73,444 81,461

貯蔵品 95 476

前払費用 18,246 33,155

その他 2,237 3,645

貸倒引当金 △299 △1,866

流動資産合計 708,029 738,197

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,765 1,614

工具、器具及び備品（純額） 1,404 1,763

有形固定資産合計 3,170 3,378

無形固定資産

ソフトウエア 7,373 3,958

その他 851 146

無形固定資産合計 8,225 4,105

投資その他の資産

敷金 1,313 1,600

長期前払費用 580 25,062

繰延税金資産 7,411 －

投資その他の資産合計 9,304 26,663

固定資産合計 20,700 34,146

資産合計 728,729 772,344

３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
（2024年６月30日）

当事業年度
（2025年６月30日）

負債の部

流動負債

買掛金 1,535 1,793

未払金 32,485 27,751

未払費用 33,824 33,849

未払法人税等 6,336 4,043

前受金 51,664 92,836

その他 10,221 8,457

流動負債合計 136,068 168,731

固定負債

その他 2,340 2,340

固定負債合計 2,340 2,340

負債合計 138,408 171,071

純資産の部

株主資本

資本金 229,840 235,748

資本剰余金

資本準備金 221,340 227,248

資本剰余金合計 221,340 227,248

利益剰余金

その他利益剰余金

利益準備金 2,277 3,833

繰越利益剰余金 132,405 133,925

利益剰余金合計 134,682 137,758

自己株式 △8 △8

株主資本合計 585,855 600,747

新株予約権 4,466 525

純資産合計 590,321 601,272

負債純資産合計 728,729 772,344
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（単位：千円）

 前事業年度
(自　2023年７月１日
　至　2024年６月30日)

 当事業年度
(自　2024年７月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 716,937 686,088

売上原価 276,439 250,081

売上総利益 440,498 436,006

販売費及び一般管理費

役員報酬 56,420 58,920

給料及び手当 124,271 121,347

退職給付費用 1,625 1,470

支払報酬 41,535 38,507

減価償却費 2,203 484

貸倒引当金繰入額 202 1,735

その他 137,979 176,040

販売費及び一般管理費合計 364,236 398,505

営業利益 76,261 37,501

営業外収益

受取利息 5 319

講演謝金 512 540

リベート収入 640 372

その他 23 10

営業外収益合計 1,182 1,243

営業外費用

固定資産除却損 － 649

その他 － 12

営業外費用合計 － 662

経常利益 77,443 38,082

特別利益

新株予約権戻入益 525 －

特別利益合計 525 －

特別損失

投資有価証券評価損 18,450 －

特別損失合計 18,450 －

税引前当期純利益 59,519 38,082

法人税、住民税及び事業税 21,130 12,035

法人税等調整額 570 7,411

法人税等合計 21,701 19,446

当期純利益 37,817 18,636

（２）損益計算書
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（単位：千円）

株主資本

新株予約
権

純資産合
計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株
式

株主資
本合計資本準備

金

資本剰
余金合

計

利益準
備金

その他利益剰余金
利益剰
余金合

計
特別償却
準備金

繰越利益
剰余金

当期首残高 229,186 220,686 220,686 1,502 369 102,736 104,608 △8 554,473 5,254 559,727

当期変動額

新株の発行（新株予
約権の行使）

653 653 653 － － － － － 1,307 △262 1,045

特別償却準備金の取
崩

－ － － － △369 369 － － － － －

剰余金の配当 － － － － － △7,743 △7,743 － △7,743 － △7,743

利益準備金の積立 － － － 774 － △774 － － － － －

当期純利益 － － － － － 37,817 37,817 － 37,817 － 37,817

株主資本以外の項目
の当期変動額（純
額）

－ － － － － － － － － △525 △525

当期変動額合計 653 653 653 774 △369 29,668 30,073 － 31,381 △788 30,593

当期末残高 229,840 221,340 221,340 2,277 － 132,405 134,682 △8 585,855 4,466 590,321

（単位：千円）

株主資本

新株予約
権

純資産合
計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株
式

株主資
本合計資本準備

金

資本剰
余金合

計

利益準
備金

その他利益剰余金
利益剰
余金合

計
特別償却
準備金

繰越利益
剰余金

当期首残高 229,840 221,340 221,340 2,277 － 132,405 134,682 △8 585,855 4,466 590,321

当期変動額

新株の発行（新株予
約権の行使）

5,907 5,907 5,907 － － － － － 11,815 △3,940 7,875

特別償却準備金の取
崩

－ － － － － － － － － － －

剰余金の配当 － － － － － △15,559 △15,559 － △15,559 － △15,559

利益準備金の積立 － － － 1,555 － △1,555 － － － － －

当期純利益 － － － － － 18,636 18,636 － 18,636 － 18,636

株主資本以外の項目
の当期変動額（純
額）

－ － － － － － － － － － －

当期変動額合計 5,907 5,907 5,907 1,555 － 1,520 3,076 － 14,892 △3,940 10,951

当期末残高 235,748 227,248 227,248 3,833 － 133,925 137,758 △8 600,747 525 601,272

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2023年７月１日　至　2024年６月30日）

当事業年度（自　2024年７月１日　至　2025年６月30日）
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（単位：千円）

 前事業年度
(自　2023年７月１日
　至　2024年６月30日)

 当事業年度
(自　2024年７月１日
　至　2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 59,519 38,082

減価償却費 6,241 4,472

貸倒引当金の増減額（△は減少） 202 1,567

受取利息 △5 △319

講演謝金 △512 △551

リベート収入 △640 △372

新株予約権戻入益 △525 －

投資有価証券評価損益（△は益） 18,450 －

売上債権の増減額（△は増加） △12,322 △8,017

前払費用の増減額（△は増加） 11,438 △39,390

仕入債務の増減額（△は減少） △841 257

未払金の増減額（△は減少） 6,078 △4,733

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,011 △2,673

前受金の増減額（△は減少） 11,301 41,171

その他 △1,240 △333

小計 95,130 29,159

利息の受取額 5 319

講演謝金の受取額 512 551

リベートの受取額 640 372

法人税等の支払額 △30,160 △14,328

営業活動によるキャッシュ・フロー 66,128 16,074

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 － △872

無形固定資産の取得による支出 △2,599 △337

敷金の差入による支出 － △362

敷金の回収による収入 － 75

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,599 △1,497

財務活動によるキャッシュ・フロー

新株予約権の行使による収入 1,045 7,875

配当金の支払額 △7,679 △15,432

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,634 △7,557

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 56,894 7,019

現金及び現金同等物の期首残高 557,409 614,304

現金及び現金同等物の期末残高 614,304 621,324

（４）キャッシュ・フロー計算書

- 8 -

株式会社Geolocation Technology （4018）
                           2025年6月期 決算短信



（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）

財務諸表計上額
IP Geolocation

事業
その他事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
699,379 17,557 716,937 － 716,937

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － －

計 699,379 17,557 716,937 － 716,937

セグメント利益 60,115 16,145 76,261 － 76,261

セグメント資産 98,995 － 98,995 629,734 728,729

その他の項目

減価償却費 4,137 － 4,137 2,103 6,241

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

1,729 － 1,729 429 2,158

（５）財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能なものであり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、IP Geolocation事業とその他事業の２つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表を作成するために採用される会計方針に準拠し

た方法であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。なお、セグメント間の内部取

引は発生しておりません。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

　　前事業年度（自　2023年７月１日　至　2024年６月30日）

　（注）セグメント資産における調整額は、全て全社資産によるものであります。なお、全社資産は、主に報告セグメン

　　　　トに帰属しない現金及び預金等であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）

財務諸表計上額
IP Geolocation

事業
その他事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
686,088 － 686,088 － 686,088

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － －

計 686,088 － 686,088 － 686,088

セグメント利益 37,501 － 37,501 － 37,501

セグメント資産 144,836 － 144,836 627,507 772,344

その他の項目

減価償却費 3,875 － 3,875 597 4,472

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

1,210 － 1,210 － 1,210

当事業年度（自　2024年７月１日　至　2025年６月30日）

　（注）セグメント資産における調整額は、全て全社資産によるものであります。なお、全社資産は、主に報告セグメン

　　　　トに帰属しない現金及び預金等であります。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社は従来、「IP Geolocation事業」「IPアドレス移転事業」の２事業を報告セグメントとしておりました

が、当事業年度より「IPアドレス移転事業」の収益性およびリスクの影響度が軽微であるため、財務報告の簡素

化を図り、「その他事業」として表示することで全体的な理解を促進することといたしました。

　「その他事業」の区分はIP Geolocation事業セグメントに含まれない事業セグメントであり、IPアドレス移転

事業を含んでおります。

　なお、前事業年度のセグメント情報は、当事業年度の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示して

います。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

　　　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（持分法損益等の注記）

　　　　当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。

前事業年度
（自　2023年７月１日

至　2024年６月30日）

当事業年度
（自　2024年７月１日

至　2025年６月30日）

１株当たり純資産額 376.51円 378.78円

１株当たり当期純利益 24.38円 11.90円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 23.96円 11.77円

前事業年度
（自　2023年７月１日

至　2024年６月30日）

当事業年度
（自　2024年７月１日

至　2025年６月30日）

１株当たり当期純利益

当期純利益（千円） 37,817 18,636

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 37,817 18,636

普通株式の期中平均株式数（株） 1,551,034 1,566,076

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 27,237 17,345

うち新株予約権（数） （27,237） （17,345）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在

株式の概要

－ －

（１株当たり情報の注記）

　（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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